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知る権利を奪う秘密保護法に反対します
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　12月6日、特定秘密保護法が成立しました。衆議

院でも参議院でも十分な議論を尽くさぬままに、自民

・公明の与党多数で強行採決されたことに怒りでいっ

ぱいです。

戦争への道を開く秘密保護法には絶対反対です。

　私もささやかですが、やれることをしました。銀

河通信読者にデモの参加呼びかけや自身も参加。自

民党や、公明党への反対の意思表示のFAXなど。

11.27札幌弁護士会主催のデモに市民600人！

撮影・北海道民医連新聞　　

　戦争を体験した多くの人たちが、治安維持法と同じ

道をたどると懸念しています。７２年前に秘密漏えい

の疑いで北海道帝国大（現北海道大）学生、宮沢弘幸

さんが逮捕された「宮沢・レーン事件」。旅行で見聞

した海軍根室飛行場などについて語ったことが、軍事

機密とされたのです。しかし秘密ではなく、広く知ら

れていたことでした。

　社会教育者の大田堯さんは、「治安維持法の時代を

生きてきた。社会が戦争に徐々に引きずり込まれてい

き、情報がなくなり、ものを考えることを無意識に停

止させられていった。いま、そんな時代に近づいてい

るのではと恐れます」と述べています。　

「知る権利は人間が自分の頭で考

える権利」です。ユダヤ人の哲学

者、ハンナ・アーレントも「考え

抜くことで人は強くなる」と訴え

ました。

　2年前に亡くなった父は新聞や

本をよく読む人でした。公務員で

したが、40代の頃、推されて労

組の執行委員長をしていたことが

あります。小さな分会ですから、

通常の仕事をしながら組合員をま

とめていました。賃上げ闘争でス

トライキを決行。減給処分を受け

ました。秘密保護法は平和と民主

主義を奪いますが、労組がストラ

イキをしたという記事はありませ

んでした。声欄に「緊急時にこそ

労組が決起しなければ存在意義は

ない」という意見が載りました。

私も同感です。

　銀河通信読者の福原正和さん（医師）が北海道新

聞に投稿しました。市民の声を代弁していますので

紹介します。「沖縄返還時、米軍施設の移転費用の

日本側負担、米軍核兵器持ち込み容認などは、国民

には全く知らされていませんでした。

　福島第1原発事故時、放射性物質の拡散状況を予

測する『緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシ

ステム(SPEEDI)』の情報は国民には知らされず放

射能が高い中、住民は給水のために並びましたが米

軍には通知されていたというではありませんか。（

中略）今回の秘密保護法は、国民に知らせない情報

を米国とは共有するといいます。誰のための法なの

かを考えると、絶対に反対です」。
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ローゼ・レッサとハンナ・アーレント

10,25　挨拶する緑爽会の近藤緑

さん（市ヶ谷の日本山岳会会議

室）

　シンポジウムは

三高・京大を通じ

て卓越したクライ

マーでスキーの名

手だった高橋健治

は今西錦司・西堀

榮三郎と三羽烏と

呼ばれながら戦後

まもなく夭折。健

治の死後、半世紀

を生きて『北越雪

譜』の独訳・英訳

を遺し、世界平和

にも貢献したローゼ・レッサの生涯を斎藤清明さん（

京大学士山岳会）、坪井靖子さん（モア・ジョイ会）

吉田理一さん（日本山岳会越後支部）が語りました。

　ローゼは、夫の死後も日本に留まり続け平和のため

に力を尽くされたこと。また瓢湖の白鳥を守る活動に

も力を入れていらしたことも知りました。ローゼが撮

った一枚の「白鳥に餌をやる人」のモノクロ写真に惹

きつけられました。どんな人生を送られた女性なのか

お話を聴いてみたいと北海道から上京しました。

　ローゼは1930年代に北海道や樺太にも出かけ、た

くさんの写真を撮っておられたようですが、自身の所

有権なんてことにはあまり関心がなかったようで、人

に差し上げてしまって、当時の貴重な写真が散在して

しまっているのが残念です。

　ローゼは、動物学から民族学まで幅広く活躍され、

「知の巨人」と称された梅棹忠夫とも交流があったと

いうのも、アイヌ民族や山間部の民衆というテーマで

は一目置いていたからでしょう。登別には「アイヌ神

謠集」という素晴らしい本を著して19歳で亡くなっ

た知里幸恵の姪が住んでいて、今も幸恵さんの業績を

伝え続けています。ローゼさんが姪のむつみさんとの

出会いがあったら、どんなに喜んで下さったかと思い

ました。

　1955年に日本の子供たちが海外の人たちと相互理

解と友好を深めるために非営利団体 モア・ジョイ会

を設立されたことも、坪井靖子さんからお聞きしまし

た。全くの個人で「喜びを分かち合い、平和のために

人々の相互理解を助けよう」という趣旨のなんと慎ま

しく美しいことか！　ローゼは英語やドイツ語を教え

ながら、モア・ジョイ会を広げました。その生徒たち

は3000人。市井の市民として出来ることを実践され

たのです。しかも、自分の名前が出ることを大変嫌っ

たそうです。

　戦時中は食料を得るのも大変な時代。健治の闘病を

支え、亡き後は一人娘を育てながら　英語やドイツ語

などを教え、懸命に生きて来られた女性でした。

　一度もドイツに帰ろうと思われなかったのでしょう

か？坪井さんは「健治と共に歩いた日本アルプスの中

当時の蕨平、蓮華温泉、細野、松之山などの村落で知

り合った、厳しい自然と向き合って忍耐強く生きる純

朴な人々の優しさが彼女

の最も苦しい時代を支え

てくれたということもあ

りました。彼女は、日本

の人たちから受けた友情

に、そして健治の愛に忠

実に報いた、と私には思

えるのです」と書いてい

ます。

　ローゼの訳本。江戸時

代の商人であり文化人の

鈴木牧之の　「北越雪譜」をドイツ語で世界に紹

介したのも話題になりました。私も「北越雪譜」

を読んでみたいと思います。

　好奇心旺盛で、自由を愛したローゼは私たちに

多くのことを伝えてくれました。

　お目にかかったことはないのに、ローゼを語る

山岳会の方、元新聞記者、モア・ジョイ会の方た

ちのお話から、ローゼの姿が浮かび上がってきて

本当にいいお話が聞けたと感動しました。

　その余韻が冷めやらぬまま、翌日、岩波ホール

で「ハンナ・アーレント」を観ました。

　アーレントはドイツ系ユダヤ人哲学者で、「全

体主義の起源」などの著作で知られます。

　ナチスの戦犯アイヒマンの裁判を傍聴したアー

レントは、ニューヨーカー誌で、アイヒマンは極

悪非道な犯罪者ではなく、平凡な人物であると考

え、どこにでもいる人間の中に「悪の陳腐さ」を

見たのです。その結果、ユダヤ人社会から批判が

殺到し、親友も大学での職も失うのです。

　戦争とは何か、なぜ人は殺し合うのかという単

純な疑問に、アーレントは答えを提出します。諸

悪の根源は、人間が思考を停止し、立場上、命令

に従うだけの人間となること。つまり、人間とし

ての善悪の判断思考の停止が、悪や暴力、大量殺

人を生むこと訴えます。事実から目を背けず、考

えることを放棄してはならないと訴える姿は強く

美しい。

　ローゼは1908年生まれ。アーレントは190

6年生まれです。戦争の時代、過酷な時代を生き

抜いた二人に共通するのは、平和な社会へのたゆ

みない行動と発言でした。

　たった一日だけの東京での小さな旅でしたが、

大いに勇気づけられ、明日への糧を頂きました。

年内に180号を発行出来ました。今年8月には

銀河通信25周年を祝う会を開いていただきま

した。HPに25周年に寄せる読者のメッセージ

をアップしています。来年もご愛読よろしくお

願いします。新年号はお休みします。

読者のみなさまも穏やかな新年をお迎えくださ

い。2014年は自由に発言できる国民主権を取

り戻す年にしたいですね。（み）

「高橋健治とローゼ・レッサの生涯」

　のシンポジウムに参加して

写真提供・モア・ジョイ会

若き日のローゼ・レッサ
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黒木亮著　産経新聞

出版

上下1890円＋税

大人の樹木学

石井誠治著　洋泉社1000円＋税

高野悦子著　岩波書店

　920円＋税

（黒龍江への旅）　　

　1100円＋税

私のシネマライフ

　今年2月に83歳で亡くなった、岩波ホールの総支

配人、高野悦子さんの「悔いなき自分史」が「私のシ

ネマライフ」です。世界中の埋もれていた名作を紹介

し続けた私の尊敬する女性です。神保町の書店で迷わ

ず買いました。

　満洲での生い立ち、南博氏のもとで映画研究に没頭

した学生時代の体験や、映画監督を目指しパリの高等

映画学院に留学し、帰国後岩波ホールの総支配人にな

り世界の名画を上映するまでの波瀾万丈の人生が描か

れます。

　29歳で、フランスに留学する向学心と、情熱に圧

倒されます。語学を必死に学び、高等映画学院に見事

合格し、最高得点の論文を書き上げたのです。帰国し

て演出家になりますが、ポルトガルとの合作映画「鉄

砲物語」がいつのまにか日米合作に変わってしまいま

す。そのことが転機となり、岩波ホールの総支配人に

なるのです。。高野さんは水を得た魚のように、「戦

後日本映画史」や「海外の映画史研究」などの講座を

開き、観客の心を掴みます。

　地味な映画、知られていない名作、女性でなければ

描けない映画、高野さんが選び抜いた映画の数々が本

書に散りばめられています。面白くて一気に読みまし

た。

　「黒龍江への旅」は満鉄に勤務した父の死後、父が

鉄道を敷設してまわった満洲の地を旅したときのこと

を綴った紀行文です。高野さんにとって少女時代を過

ごした故郷は、当時の思い出をたどる旅でもありまし

た。父と生前、縁があった、中国の有名な医師が同行

しての大連、大石橋、瀋陽、吉林、哈爾濱、そしてソ

連（現ロシア）との国境の町・黒河…。各地を訪れた

旅の印象と少女時代の思い出や、父から語られた話な

どが織り込まれていて、父を再発見していく過程が詩

情豊かに描かれています。

　若い頃は、仕事で家庭を顧みない父が嫌いだったと

いう高野さんが、同僚や、中国人に尊敬されていた姿

を知り、自分がどんなに愛されて育ったかを知るので

す。エピローグのタイトル「ひとはみな兄弟となる」

は、ベートーベンの第九交響曲の最終楽章で歌われる

シラーの「歓喜の歌」のなかの詩句です。そのときの

高野さんの心のありようを示しています。その心が伝

わったからこそ，中国側も映画の上映を許可してくれ

たのです。高野さんは黒龍江への旅を通して「長い日

中の歴史の上に、悲しい一時期があったとしても、だ

からこそ、これから築く新しい歴史を大切に守ってい

かなければならないのである」と結んでいます。

法服の王国

上・下

小説・裁判官小説・裁判官小説・裁判官小説・裁判官

　憲法と人権を守るという信念を貫き、地方を転

々とする村木と組織の本流を歩む津崎。二人を軸

に物語が進みます。

　青法協に所属しているため冷遇される村木の生

き方に共感します。中心は原発訴訟ですが自衛隊

違憲、公害訴訟、住基ネットなどの裁判のエピソ

ードも盛り沢山で、戦後司法の歴史が網羅されて

います。実在の人物と架空の人物が登場して、頭

を整理しながら読まなければなりませんが、裁判

官もまた、民間企業のような権力争いがあるとは

意外でした。裁判所という権力機構は元来保守的

な風土で、原発訴訟で原告側が理論では勝ってい

ても、判決がその通りにならない理由がわかった

ような気がします。

　憲法よりも戦後の経済復興を優先させたい自民

党から圧力がかかっていたためと、後に最高裁長

官を退いた弓削が示唆します。津崎もまた組織の

一員として国家権力の弁護を担います。だが村木

は金沢地裁にいたとき、原発訴訟の現場で緻密な

審理を重ね、日本で初めて、稼働中の原発の運転

差し止めを言い渡します。志賀原発訴訟がモデル

のようです。傍聴席から万雷の拍手が巻き起こり

感動的な場面です。伊方訴訟の一審の裁判長変更

を巡る経緯は事実とか。脱原発弁護団全国連絡会

共同代表の海渡弁護士も実名で登場します。

　裁判所は最近、安倍政権の原発推進の姿勢を戻

しているそうです。泊原発を廃炉にする闘いも、

各地の原発訴訟と連携して大きな力にしなければ

と気持ちが引き締まりました。

黒龍江への旅

　石井さんは樹木医であり、森林イ

ンストラクターとして多くの野外講

座で活躍しています。「木を生活の

中で活用しながら生きていた一昔前

の人たちにとって、木の情報を知らずに生きていく

ことは困難でした。有史以来木に頼って生きてきた

人類の歴史を意識する時、樹木の発する情報がわか

ると面白いものです」とあります。

　木の寿命は根が決めることも初めて知りました。

我が家のカナダトウヒは、鉢の中で根を張れなくな

って枯れました。大地に戻した時には既に遅しでし

た。関心のあるテーマを簡潔にわかりやすくまとめ

ています。何故常葉と落葉する木があるのか。根の

すごい力、自然では孤独な木はいないなど。謎が解

けると楽しい。森の散歩には必ず持っていきたいお

勧めの1冊です。石井さんは日本山岳会会員。



個人の尊重を歌う憲法13条のCDを

広げて・・・・

　自宅を開放して、自由に語り合う場「

紅茶の時間」を主宰している石川県津幡

町の水野スウさんが、自由や幸せを追求

する個人の権利の尊重をうたった憲法1

3条のうたをつくりました。

　スウさんは、やわらかい言葉に置き換えて歌「ほ

かの誰とも」をつくりＣＤにしました。やさしい日

本語訳は娘の万依さん。ギター、ピアノ演奏は友人

が協力して完成させました。

　付属の小冊子には歌詞に加え、歌を作るに至った

経緯や９条をはじめとする現憲法を守る大切さも載

せています。スウさんは「憲法は国の権力を縛るも

ので、主語は私たち。私たちを逆に抑え込もうとす

る国に、わたしたちは声を上げないといけない」と

取材に答えています。

　秘密保護法に警鐘を鳴らす歌を多くの人に聴いて

いただきたいと思います。透き通った美しい声とや

さしく伝える詩に、涙が溢れました。

　聴いてみませんか？私も扱っています。自宅FAX

011-382-9020 又は　minginga@agate.p lal

a.o r. j p　送料込300円

　まとめて注文される方は水野スウさんへ　sue-mi

z@nifty .com　　

監督・菅原和彦

監督・三上智恵

ベニシアさんの四季の庭

標的の村

　京都・大原で100種類ものハーブを育てているイ

ギリス人女性ベニシア・スタンリー・スミスの暮らし

を見つめたドキュメンタリー。

　1950年、英国貴族の家系に生まれながらも、19

歳で放浪の旅に出かけ、大原の古民家での暮らしを選

びます。日本の四季にイギリスの伝統を散りばめたベ

ニシア流の「手づくりで丁寧な生活」を追うとともに

彼女の知られざるエピソードを通し、そのしなやかな

心の秘密に迫ります。

　日本人と結婚し3人の子供を育てますが、離婚。山

岳写真家の梶山正と再婚し、息子を生みます。夫がフ

ランス人と恋に落ち、離別の危機も。帰ってきた夫が

クライミング中に滑落し、生死をさまようような大事

故。娘の精神の病の発病の苦しみなどが語られます。

　「困難には意味がある」と捉え、前向きに乗り越え

て行く姿が素敵です。夫を少しも責めないのです。家

を出ていった時にも、大怪我の時も「ただただ帰って

くることを祈った」と語るベニシアさん。家族の一人

ひとりを大事にするベニシアさんの生き方に共感する

と同時に、裕福な貴族に生まれながら自らの人生を選

び、手作りの生活を送るベニシアさんの強さとやさし

さに心が洗われました。

　ヘリコプター離

着陸帯（ヘリパッ

ド）建設や新型輸

送機オスプレイ配

備に反対する沖縄

県東村高江の住民

たちの姿を記録したドキュメンタリーです。

　米軍北部訓練場を低空飛行で飛ぶヘリ。戦場さ

ながらに実践訓練が行われている映像から始まり

ます。「人の命をなんだと思っているんだ」と叫

ぶ住民の声がヤンバルの空に響き渡ります。まさ

に生きた人間を標的にして米軍による訓練が行わ

れているのです。

　高江は160人ほどの住民が、農業や漁業で穏や

かに暮らしていました。そこに新たなオスプレイ

配備のためのヘリパッドを建設しようという計画

が発表されます。滑落事故も多発して住民の命が

脅かされると、住民は2007年から計画を阻止し

ようと座り込みを始めます。

　2012年9月29日、強硬配備前夜。台風17号

の暴風の中、人々はアメリカ軍普天間基地ゲート

前に身を投げ出し、車を並べ、22時間にわたって

これを完全封鎖します。一部始終を地元テレビ局

・琉球朝日放送の報道クルーたちが記録していま

した。全国ニュースでは伝えられなかった事実。

全編にみなぎる人々の怒りと悲しみを捉え圧巻。

　沖縄が抱える苦しみが、どんなにたくさんの本

を読むより伝わってきて、胸が締め付けられまし

た。

「ハンナ・アーレント」の上映が「ハンナ・アーレント」の上映が「ハンナ・アーレント」の上映が「ハンナ・アーレント」の上映が

　12月 2 1日から始まります　12月 2 1日から始まります　12月 2 1日から始まります　12月 2 1日から始まります

「ハンナ・アーレント」は12月21日（土）から

シアターキノのお正月メイン作品として上映しま

す。今年最もお勧めの一作。上映初日の21日（

土）夜には、北大の山口二郎さんと吉田徹さんの

特別トークも行います。是非観てください。

（前号に紹介）

購読料をありがとうございます（敬称略）

　　　　　2013.11.3～12.7
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安川誠司（札幌市）梅沢俊・節子（札幌市）カレンダ

ーも　土岐由紀子（札幌市）助田梨枝子（芽室町）カ

ンパ含む　和田マサコ（豊浦町）切手　里見清子（甲

府市）カンパ　熊坂政晃（八王子市）安田成男（札幌

市）カンパ含む　小野妙子（札幌市）カンパ含む　及

川文（札幌市）石井誠治（東京都世田谷区）著書　計

20,000円は印刷と送料に使わせていただきます。　

ありがとうございます。

今年も残すところ半月になりました。なんとか健

康で通信の発行を続けることができました。戦前

に逆戻りするかのような秘密保護法が成立しまし

た。自由に語ったり書いたりできなくなるのは嫌

です。2014年は秘密保護法を廃案に、原発の廃

炉が実現できるように頑張りたいと思います。　

　　　　　　　　　　　　　　　　（みな子）
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